	番号
	質問
	回答

	1
	公務災害として認定する、しないの判断は誰がどう扱うのか。
	災害が発生した場合、被災職員等が補償を受けようとするには、まず、公務災害の認定請求を行わなければなりません。
その上で、公務上の災害にあたるか、あたらないかは地方公務員災害補償基金が認定（判断）することになります。
なお、愛知県では愛知県支部が具体的な事務処理を行っています。

	2
	公務災害の認定を受けると、具体的に何が有利になるのか。
	認定を受けると主に以下の3点が有利になります。
ア　原則として、治療費について自己負担がありませ
　　　ん。
イ　将来、一定の後遺障害が残った場合、その障害
の程度に応じた補償が受けられます。
ウ　療養のため、勤務することができない場合においても、基本的に服務上・給与上不利益を受けることはありません。

	3
	公務災害認定請求のための書類提出の期限は厳密に言うとどのくらいか
	書類提出（認定請求）が遅くなりますと、事実関係の正確な把握が困難となりますので、遅くとも「災害発生後１か月以内」に愛知県教育委員会福利課に届くよう処理をお願いします。
なお、書類提出（認定請求）の時効はありませんが、「補償を受ける権利」については消滅時効が定められています。例えば、療養補償（治療費）については「療養の費用を支払った日または、その支払義務が確定した日ごとに、それぞれの日の翌日から2年」となっています。

そのため、それ以降に書類提出（認定請求）された場合、基金は不受理の決定をし、その旨書面で通知するとともに、当該請求書を返送することになります。

	４
	所属の職員が校内で怪我をしたり、通勤途中で事故をした場合、すぐに病院へ行く。
その時、事務職員として、何か指示しておかなければならないことは何か？
また、何を指示しておくと、その後の公務災害事務がスムーズに行えるか？
	公務災害が発生した場合は、まず次の３点について被災職員に指示をお願いします。その後、公務災害認定請求書等の書類提出について、被災職員へのご協力をお願いします。
ア　「公災（通災）認定手続証明書」（公務災害事務の手引 P145）を受診する（した）医療機関に提出させる。
イ　共済組合員証を使用しないように指示する。
ウ　医療機関より金銭の支払いを求められた場合でも、公務災害で請求する旨伝え、支払いを保留してもらうようにする。

	５
	公務災害はよほど重篤なもの（何らかの後遺症が残る程度）しか申請しない風潮があると聞いたことがあります。
本来は程度にかかわらず公務上災害をうけた時には申請するものだとは思いますが、実際のところはどの程度からあるのか知りたいです。
最も軽微な例としてどんなものがあるか、という意味です。
	傷病の軽重は問いませんが、実際に医療機関等に受診して治療が行われたことが必要になります。
なお、よくある学校での災害として、
・　教材資料作成中に、誤ってカッターで手を切創し
た。
・　授業のため教室に向かう階段で、段差を踏み外して足をくじいた。
などがあります。

	６
	昨今世間一般でストレス等による精神的疾患が増え、学校においても療養休暇や休職では多数あります。今までに精神的疾患が公務災害として認定されたことがありますか。あれば事例も知りたいです。
	愛知県では、平成１９年７月３１日現在、学校において認定された事案はありません。

	７
	どの範囲まで公務災害の扱いになるのか。
（例）通勤途中、自分で転んで怪我をした。
（例）児童にここを切るよう指示し、切りやすいよう押さえていたら勢い余って指まで切られた。
	仕事中の事故によりケガをした場合は、休憩時間中に私用を弁じていた時などを除けば、通常、公務災害になります。
なお、病気の場合は、仕事以外にも様々な要因があるため、公務災害として認められない場合もあります。
通勤の途中で、交通事故などによってケガをした場合は、通勤災害となります。
但し、途中で寄り道などをした場合には、通勤災害として認められない場合もあります。

	８
	休憩時間に児童と遊んでいて、転んでケガをした。この場合、休憩時間中だが公務災害として認定できるか。
（部活動の指導中や修学旅行の引率中はどうか）
	休憩時間中の教員の個々の行為自体は私的行為であり、その中でケガをした場合は通常、公務災害として認定されません。
但し、休憩時間に児童と遊ぶことは、教員の職務の一環として考えられますので、その中でケガをした場合は特段の事情がない限り、公務災害として認定されると考えられます。
部活動の指導中や修学旅行の引率中も、同様と考えられます。


現在、各学校では、さまざまな形態で「資源回収」が行われています。

もし、資源回収中に職員が怪我をした場合、

公務災害と認められるための条件はどのようになっていますか？


ア　勤務形態


イ　勤務を要しない日に、ボランティアとして参加する場合



Ⅱ　ボランティア活動


Ⅲ　ＰＴＡ活動


職員の作業内容

　　作業車に同乗中の交通事故による怪我の場合は？

	
	公務災害として認定されるためには、公務に従事し、任命権者の支配拘束下にある状況で災害（ケガ）が発生したこと（公務遂行性）と、公務とその災害（ケガ）との間に相当因果関係があること（公務起因性）の二つの要件を満たすことが必要です。
　今回の事例について公務遂行性を検討しますと
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になると考えられます。

公務起因性については、ケガをした場合は発生原因が外面的に明らかなため、公務遂行性が認められれば、特に問題なく要件を満たします。

そのため、アとⅠの条件でケガをした場合は、公務災害として認められると考えられます。

なお、実際に認定されるかどうかは、個々の事案を詳細に検討することが必要ですので、注意してください。
	

	１０
	夜間の街頭指導、家庭訪問、日曜日の部活動大会引率等、勤務時間や公務性であいまいさが出てくるような事例の認定状況を教えてください。
	実際に認定されるかどうかは、個々の事案を詳細に検討することが必要です。

少なくとも、認定されるためには、いずれの場合でも、ＰＴＡ行事や地域活動の一環ではなく、任命権者（校長）からの職務命令であることが必要と考えられます。

	１１
	週休日等に職員の自由意志で出勤した時の災害は公務災害となるか。
	原則、公務災害対象外です。

	１２
	職免で人間ドックを受診しに行った時の事故は公務災害となるか。
	職免の取り扱いとなる人間ドックは、共済組合が実施するものと考えられます。つまり、任命権者が企画・立案したものではないため、任命権者の支配管理性も公務遂行性も認められないことから、公務災害の対象となりません。

	１３
	公務災害は、本人が申請の有無を判断すると聞いていますが、事実が発生したとき、事務職員は勧めた方が良いでしょうか？
また、PTAの災害保険に加入している場合、どちらかで申請ということになりますか？
（例）先日、運動会片づけ中に職員が頭部に怪我をした。勧めにより、PTAの災害保険申請をした。
	公務災害は、請求主義が採られており、被災職員からの認定請求に基づき、基金が認定し補償が実施される仕組みとなっております。また、公務災害と認定された負傷は、共済組合員証を使用できないことになっています。
従いまして、申請されるかどうかは被災職員の意思によりますが、共済組合員証を使用できないことから自己負担が10割となるため、出来る限り申請を勧めていただくようお願いします。
なお、ＰＴＡの災害保険については、公務災害の補償と調整がされることはありませんので、それぞれ申請を行えば、いずれの補償も受けられます。なお、ＰＴＡ行事でのケガの場合は原則、公務災害とは認められませんので、ＰＴＡの災害保険のみの補償となります。

	１４
	通勤災害について、通勤届に記入してある通勤経路から少しでもはずれていたら認められないのですか。
多少はずれていてもいいとしたら、どの程度、どういう事情なら許されるのですか。

	通勤災害は勤務のため、次に掲げる移動を合理的な経路及び方法により行うことに起因する災害をいいます。
①住居と勤務場所との間の往復
②複数就業者の就業の場所から勤務場所への移動
③単身赴任者の赴任先住居と帰省先住所間の移動
したがって、その移動の経路を逸脱し、またはその往復を中断した場合においては、当該逸脱または中断の間及びその後の往復中の災害は、通勤災害となりません。
但し、当該逸脱または中断が、日常生活上必要な行為であって総務省令で定めるものをやむを得ない事由により行うための最小限度のものである場合には、当該逸脱または中断の間に生じた災害を除き、通勤災害とされます。（公務災害事務の手引P59、60参照）

	１５
	通勤災害について。朝・夕の出勤時に届けと異なる道を通っていると、いけないか？
２つないし３つの経路の空いていそうな道を通る場合、通勤届は一番良く使う経路を届けるが、その他の経路で事故に遭遇した場合、通勤途上とは認められないか。１本でも、違う道を通るとダメなのか。
	質問１４のとおり、通勤災害は勤務のため、合理的な経路及び方法により行うことに起因する災害をいいます。
従いまして、日々、質問のような経路の選択を行うことが合理的であると認められない限り、原則、通勤災害とはなりません。なお、事故時、通勤届け上の道路が工事中、天候不順等により使用することが困難で、他の道路を使用することに合理的な理由があれば通勤災害として認定されます。

	１６
	車で出勤途中、職員が歩行者と接触事故を起こしました。この場合、職員は加害者になるわけですが、ハンドルをきった拍子にガードレールにぶつかり、職員もケガをしました。通勤災害となりますか？
また、自賠責や任意保険との絡みはどうなりますか？
	運転者が一般的に払うべき注意義務を著しく欠いたため、すなわち、職員に「重大な過失」があったため事故にあい負傷した場合でも、経路・方法が合理的であること等の通勤災害の要件を満たせば、通勤災害と認められますので、ご質問の件でも上記を満たしていれば、通勤災害となります。
なお、第三者により公務上または通勤による災害（身体的損害）を受けた場合には、被災職員は同一の災害（損害）について、補償の調整が行われ、公務災害もしくは自賠責、任意保険のいずれか一方から補償を受けることになります。
一方、公務上または通勤による災害に関して、被災職員等が自ら契約していた生命保険・傷害保険等からそのケガ・病気等に対して支払われる保険金については、原則として、基金が実施する補償等と調整することはありませんが、契約内容により、公務・通勤災害と認定された場合は、保険金が支払われない場合もあるようですので注意してください。

	１７
	児童・生徒が悪ふざけをして教員に怪我を負わせた場合、第三者加害事案となるのか。
	第三者加害事案に該当するための要件の１つとして、「責任能力のある者の故意または、過失による行為があったこと」があります。
これを児童・生徒が悪ふざけをして教員にケガを追わせた場合にあてはめますと、通常、民事裁判例では、小学生は責任能力がない、中学生は責任能力があると判断されておりますので、中学生については第三者加害事案に該当すると考えられます。

	１８
	治ゆ報告について、提出する時期をすごく悩んでいます。
現在、腰椎を圧迫骨折し公務災害と認定され、治療をしている職員がいるのですが、現在もリハビリを続けています。医者からは、「完璧に治ることはないが、リハビリを続けていけばもう少し良くなるはず」と言われたそうです。ただ、そのリハビリも本人の自覚としては、「良くなっている」という自覚がないそうです。
こういう場合は、「治ゆ報告書」を提出するべきでしょうか？
	治ゆとして取り扱うものとして、「今後医療行為を継続しても、これ以上の症状の改善が期待できない状態になった場合（このような状態を「症状固定」という。）」があります。
ご質問の件では、症状固定の時期については医学的専門知識を有する医師の意見を参考に判断するべきであり、「治ゆ報告書」の提出につきましては、医者と十分話し合ってから提出していただくようお願いします。


	１９
	療養費を職員が立て替えた（装具代金）ため、領収書を添付し町教委を通して療養補償請求書を提出したところ、基金に直接提出するようにと突っぱねられた。事前に基金に聞いたところ県教委経由でと言われたので、町教委→西三→県教委といくと考えたが、どうでしょうか。
書類はおおむね上記の流れで渡っていくと思いますが、今回のように直接基金へ送付するような書類があったら教えてください。
別件で、療養費を職員が立替えたが、非指定医療機関に「とりあえずこちらに療養補償金受け取りを委任して、そのあと職員へ渡す」といわれた職員がいたという話を聞いたが、それ自体が可能か。またなぜそうする必要があるのか教えてください。
	町教委の意図が不明ですが、通常、書類の流れはどのような書類でも、お見込みのとおり、町教委→西三→県教委となりますので、ご協力お願いします。
但し、「療養補償請求書」については、病院が直接、基金へ提出されるケースもあります。
療養費の職員の立替ですが、通常は「公災（通災）認定手続証明書」（公務災害事務の手引 P145）を提出することにより、療養費の請求を待ってもらうことになっていますので、その旨を非指定医療機関にお話いただき、ご理解いただくようお願いします。

	２０
	認定書類の提出時期と認定期間について、とても早く書類を急かされ、あわてて書類を提出しているのにどうして認定される時期が遅いのですか。
手引きを見ればなるほどと思いますが、何とかならないでしょうか。
	認定書類の提出の流れが西三河教育事務所の場合、所属→市町村教育委員会→西三河教育事務所→福利課→基金となり、複数の期間を経由するため、どうしても提出されるまでの期間が長くなります。
被災職員の方には、認定されるまで不安なお気持ちになり申し訳ありませんが、通常事案（勤務中にケガをした場合等）であれば、福利課に提出され、書類の不備がなければ、ほぼ一週間程度で認定されますので、ご理解をお願いします。

	２１
	なかなか治療が進まず長引く場合の手続を教えてください。
	公務上または通勤災害該当と認定された事案で、その療養期間が1年を経過しており、治ゆしていない場合は、治ゆするまで、毎年3月1日、9月1日時点での現状について「長期療養者に係る現状報告書」により調査をおこなっていますので、ご協力をお願いします。


研修後のアンケートからの質問
	質問回答の１０「夜間の街頭指導、家庭訪問、日曜日の部活動大会引率等、勤務時間や公務性であいまいさが出てくるような事例の認定状況を教えてください。」について、校長からの職務命令が必要とのことですが、認定請求時に必要な書類の具体例を教えてください。勤務終了後の家庭訪問等、口頭で校長に許可を取っている場合はどうすればいいでしょうか？
	それぞれのケースごとに個別に協議する。


平成１９年度夏季研修会公務災害、質問回答








